<教授用資料>
Lesson 1

観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 和食について，知っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 海外で提供されている「和食」について自分なりに考えた意見を発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 基本的な英語の文の形（5文型）／to-不定詞（名詞的用法） を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. 和食がユネスコの無形文化遺産に登録された理由が理解できる。

b. 無形文化遺産登録後に日本で起こった変化が理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 基本的な英語の文の形（5文型）／to-不定詞（名詞的用法） の用法を理解している。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 和食の材料や特徴についての知識がある。

Lesson 2

観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. ペットボトルについて，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. リサイクルについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 現在完了形／to-不定詞（形容詞的用法・副詞的用法）／動名詞　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. なぜ日本で「ペットボトル」の呼び名が一般的なのかが理解できる。

b. 日本における「ペットボトル」のリサイクルの現状が理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 現在完了形／to- 不定詞（形容詞的用法・副詞的用法）／動名詞　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. ペットボトルや環境問題についての知識がある。

d. Part 3 で「多義語」が用いられていることを理解している。

Lesson 3

観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 行ってみたい国について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 外国に行く利点・注意について自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 関係代名詞／分詞の形容詞的用法　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. インド旅行が石川直樹氏にどんな影響を与えたか理解できる。

b. インド旅行から帰国したあとのいきさつが理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 関係代名詞／分詞の形容詞的用法　を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 外国についての知識がある。

d. Part 1，2，3 で関係代名詞が用いられていることを理解している。
Lesson 4
観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. ニュージーランドについて，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. テカポについて自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. It seems that...(seem to do...) ／過去完了形／過去完了進行形　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. テカポの夜空が世界遺産に推薦された理由が理解できる。

b. テカポの夜空が世界遺産に推薦されるまでのいきさつが理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. It seems that…(seem to do...) ／過去完了形／過去完了進行形  の用法を知っている。
b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。
c. 環境問題や世界遺産についての知識がある。
Lesson 5
観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 『アメイジング・グレイス』について，知っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 本田美奈子さんについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 受動態の完了形／関係副詞  を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. 『アメイジング・グレイス』がなぜ日本でも人気があるのかが理解できる。

b. ジョン・ニュートンの人生を変えた出来事からその後のいきさつが理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 受動態の完了形／関係副詞  の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 『アメイジング・グレイス』についての知識がある。

d. Part 1 で例示の表現が用いられていることを理解している。

Lesson 6

観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. ダイヤモンドについて，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. シエラレオネについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 現在分詞を用いる分詞構文／S＋V＋現在分詞　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. あるダイヤモンドがなぜ「血のダイヤモンド」と呼ばれるのかが理解できている。

b. 「血のダイヤモンド」に対する国連の対策とその効果が理解できている。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 現在分詞を用いる分詞構文／S＋V＋現在分詞　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. シエラレオネやキンバリー・プロセスに関する知識がある。

Lesson 7

観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 大学の卒業論文について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 老人用の食品について，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 分詞を用いた慣用表現／It is [was] ～ that…(強調構文)　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. 大学生たちがアイスクリームの研究をするに至ったいきさつが理解できている。

b. 大学生たちがどのように「溶けないアイスクリーム」を作ったかが理解できている。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 分詞を用いた慣用表現／It is [was] ～ that…(強調構文)　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 老人用介護食に関する知識がある。

d. Part 4 で「時系列の表現」が用いられていることを理解している。

Lesson 8
観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 俳句について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 英語の俳句について，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 助動詞＋受動態／仮定法過去　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. なぜ俳句が海外で関心を集めているのかが理解できている。

b. 俳句を学ぶことによる利点について理解できている。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 助動詞＋受動態／仮定法過去　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 英語の俳句に関する知識がある。
Lesson 9

観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. ブログについて，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. スティーヴン・サットンについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. S＋V＋O＋O(why ～，how ～など)／S＋V(知覚動詞)＋O＋C(分詞)／if 節を使わない仮定法過去　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. スティーヴンがなぜ46のリストを作ったのかについて理解できている。

b. スティーヴンのブログがなぜ注目されたのかが理解できている。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。
e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. S＋V＋O＋O(why ～，how ～など)／S＋V(知覚動詞)＋O＋C(分詞)／if 節を使わない仮定法過去　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. スティーヴンが残した功績に関する知識がある。

d. Part 2 でトピック・センテンスを意識して読むことができている。
Lesson 10

観点別評価のポイント例　

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. p.140 の写真について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 広島・長崎への原子爆弾投下について，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. so ～ that...／仮定法過去完了 を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. ジョー・オダネル氏が敗戦後の日本の写真を撮影したいきさつについて理解できている。

b. ジョー・オダネル氏がなぜ写真を公開することにしたのかが理解できている。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. so ～ that...／仮定法過去完了 の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 敗戦後の日本の復興に関する知識がある。
Optional Lesson 
観点別評価のポイント例

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 本文に登場する人物について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 歴史的なスピーチについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

b. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

c. Let’s Talk!などにおいて，ペアで対話を行い自分の考えを話すことができる。

③理解の能力

a. スピーチにおいて簡潔さが大切な理由について理解できている。

b. 長いスピーチの問題点について理解できている。

c. 各Partの脚注CQの問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 課末のListening Quizを聞き取り，問題に答えることができる。
e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 課末のVocabularyの表現を理解している。

b. ジョン・F・ケネディやウィンストン・チャーチルのスピーチに関する知識がある。

Reading
観点別評価のポイント例

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 英語の小説について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. オスカー・ワイルドについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. Let’s Try! などのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

b. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

c. Let’s Try! において，グループで対話を行い自分の考えを話すことができる。

③理解の能力

a. 登場するキャラクターの特徴について理解できている。

b. ストーリーの展開が理解できている。

c. 課末のCheck for Understandingの質問につき，本文の流れを的確に把握して答えることができる。
d. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 課末の要約文の内容を理解している。

b. 不思議な少年の正体について推測する知識がある。
